
1 

社会福祉法人浦和福祉会 特別養護老人ホームスマイルハウス 

褥瘡対策指針 

 

（総則） 

第１条 

特別養護老人ホームスマイルハウス（以下「当施設」という）は、理論と実践の積み重

ねに基づく高い水準のサービスを提供する取り組みのひとつとして、全職員が褥瘡に

関する最新の基礎知識を持ち、褥瘡が発生しないような適切な介護を行い、その発生を

防止するための体制を確立し、職員一丸となって褥瘡発生ゼロの施設を目的としここ

に褥瘡対策指針を定めるものである。 

 

（職員の責務） 

第２条 

当施設の職員は、褥瘡に関する最新の基礎的知識を持ち、日常ケアにおいて褥瘡発生の

予防に努めるよう質の高いサービスを提供しなければならない。 

 

（褥瘡対策委員会の設置） 

第３条 

(1)褥瘡予防対策委員会設置の目的 

利用者の褥瘡予防に努め、その予防計画の効率的な実施の推進を図る。また、褥瘡発生

時の治療及び褥瘡悪化防止と苦痛緩和を考慮したケアを適切に行うことを目的とした

体制を確立するものとする。 

 

(2)褥瘡対策委員会の構成 

 褥瘡委員会は次に掲げる者で構成する。 

① 施設長 

② 統括長 

③ 生活相談員 

④ 看護師 

⑤ 主任介護士 

⑥ 管理栄養士 

⑦ 介護支援専門員 

⑧ その他施設長が必要と認める者 

 

（3）委員会の開催 
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  毎月第 2水曜日に開催とする。褥瘡発生や褥瘡保有者の処置が適正であるか、褥瘡対策

についての情報共有を行う。悪化時など必要な場合は臨時褥瘡委員会を開催する。 

 

（褥瘡予防対策に関する研修） 

第 4条 

褥瘡予防に対する最新の知識の習得と高い水準のケアの提供を目的とし、褥瘡対策委員会

にて研修を企画し、全職員を対象として年に 1回の研修を開催する。 

 

（外部専門家の活用） 

第 5条 

施設長・統括長・看護師は、嘱託医・皮膚科往診医・その他専門医に依頼し、職員が褥瘡予

防についての相談・指導を積極的に受けることができる体制を整備するよう努める。 

 

（記録の保管） 

第 6条 

褥瘡対策委員会の審議内容は２年間、施設内における利用者に対する褥瘡予防に関する記

録は施設側と利用者との契約終了後２年間保管する。なお、褥瘡予防対策指針と褥瘡対策委

員会の審議内容及び利用者に対する褥瘡予防に関する記録は、利用者・利用者家族から閲覧

の希望があればいつでも開示することとする。 

（指針等の見直し） 

第 7条 

本指針・褥瘡予防マニュアル等は褥瘡予防対策委員会において定期的に見直し、同委員会に

おいて必要に応じて改正する。 

 

（附則） 

この指針は平成 30年 10月 1日から施行する。 

この指針は令和 7年 12月 1日に改定する。 

 

 


